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第 2 章「がんの臨床におけるファンタジーセラピー 実践論」では、イメージ療法、ダ
ンス・ムーブメント、描画、音楽、タッチ、マッサージ、回想などを媒体としてかかわっ
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見つけて利用することをできなくさせると考えて、1 人 1 人に合わせて、治療的な変化を
もたらそうとした22。このような考えを知ったとき、患者にとって良いと思われる方法、





























































































                                                  






























































５． 身体へのアプローチの問題について  
多くの精神療法が１つの技法のみならず、いくつかの理論や技法を組み合わせて用いて
いるという現状ではあるが、直接身体を使ったり、触れたり、動いたり、踊ったりすると






























検討している Don Jhonson45 (ドン・ジョンソン)の研究を引用し、「彼らがいかに外的な
権威にとらわれることなく、それぞれのからだという内的権威に従うことを選んでいる」




































































７．研究方法   
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質的帰納的研究  
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約 1 ヶ月間、4 回の面接を行った。 





面接 2 回目 1 月 26 日  
前回の音楽の感想を聞いたあと、Th はイメージを絵にすることを促した。Ａ氏は、絵

















































その 14 日後より地固め療法としての 4 回目の化学療法が開始され、その日から高熱が 
出現した。 











以上の 4 回の面接をまとめてみると、「イメージが苦手」と言っていた A 氏に対し、音
楽によるリラックスとイメージの誘発、描画によるイメージの強化を行った。最初の描画
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４）考察  
  （１）ダンス・ムーブメントの導入について  
これまでがん患者にイメージ療法を実施してきたが、イメージ療法を展開する過程でダ



















































   




3 Molinaro, J.,Kleinfeld, M.,Lebed, S.（1986）“Physical therapy and dance in the 
surgical management of breast cancer A clinical report.”Physical Therapy.66 (6): 
967-969. 





１）症例紹介：B 氏 男性 ５0 代後半 悪性リンパ腫早期再発 
経過：６月右下腹部、腸管原発非ホジキン性悪性リンパ腫出現。化学療法施行し、寛解と 



















面接 4 回目 5 月 29 日 （B 氏：患者 Th：筆者） 
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面接 7 回目 6 月 13 日  






断し、Th は、ヒーリング音楽 Water Leaf を聞いてもらいながら、白血球がポコポコ湧き
出るイメージで聴いてみるように促した。イメージが苦手なＢ氏なので、足や全身のマッ
サージを 15 分程続けながらよりリラックスできるように関わった。 
Ｂ氏は、「気分はいい。音楽は水が流れるイメージというより、メロディの方が強いかな。 
















２．太極拳の呼吸法（1 人で立つことの安定感が出てきたため、手を離して 1 人で立って
                                                  
i エンビラケアとは、抵抗力の弱っている患者を感染から守るために、クリーンルームの
変わりに、カーテンで仕切られた病室に空気清浄機をとりつけて、感染予防をすること。 


















その後の行動は、2 日後に白血球が 100/μl から 6900/μl に増え、エンビラケア解除。 
その翌日より自らの意思で運動開始していた。 
 





ヘモグロビン 7.4mg/dl で強度の貧血状態であった。 










やっと歩いている。そのような状況下で 2 回目のダンス･ムーブメントを行った。 
 





















「あまり眠れなかった」と述べた 30 分後に血圧が低下し、その 20 分後に永眠された。最
後の関わりとなったムーブメントから 19 日目であった。 
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  １）症例紹介：C 氏 40 代前半 女性 
病名：胃原発悪性リンパ腫（非ホジキン性）ステージⅡ、ネフローゼ（ネフローゼは膜 
性増殖性糸球体腎炎で、原因としてはリンパ腫によるものか、独立したものかは不明） 











使用音楽は以下に示す 7 曲である。 
天吹紫帆：「Water leaf」心とからだをリラックスさせる 1/f のゆらぎによるサウンドエスティティック 
吉川清之：「自信回復」The Best of Relaxation サブリミナルによる潜在意識能力開発  
Enya ：「The Memory of Trees」 
オムニバス：「image」  emotional & relaxing  
オムニバス：「Image ２」emotional & relaxing  
喜多郎：「Thinking of you」 
Sowet String Quartet：「Zebra Crossing」 
 
３）化学療法と身体状況  
化学療法を 7 回実施している。①クール終了後に面接を開始している。化学療法の副作 
用は、最初嘔吐が見られているが、面接してからは、嘔気、嘔吐などの消化器症状はみら




①クール（2 月 27 日）嘔吐 ②クール（3 月 13 日）嘔気なし、脱毛著明、発熱１４日間
③クール（3 月 30 日）食事がおいしく食べられた。 
④クール（4 月 10 日）消化器症状なし 
（4 月 4 日 胃生検 ほぼ正常粘膜） 
⑤クール（5 月 1 日）１０日後より１２日間発熱、解熱剤使用せず。抗生剤のみ⑥クール


















面接２回目 3 月 5 日  
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面接 4 回目 3 月 14 日  
「自信回復の音楽はとてもいい。いつも聴いている」という。こればかりではあきるの
ではないかと思い、エンヤの曲（The Memory of Trees）を紹介した。 
 






               





の CD を貸す。「気分転換ならちょうどいい」と述べる。 
 
面接 7 回目 4 月 9 日  
「今のところ経過がいい。腎臓の方もよくなっているみたいで。Th.のおかげ。もう少
し、自信回復の CD を貸して欲しい」というので、退院まで貸す約束をした。 
 
面接８回目 4 月 27 日  





面接９回目 5 月 11 日  
「来週からケモが始まる」というので、気分転換用に Image duex の CD を貸す。 
 
面接 10 回目 5 月 17 日 










面接 11 回目 5 月 24 日 
「熱もやっと下がった。解熱剤は使わないようにした。今日から 6 クール目。Image は
誰かに貸してあげて下さいと返却される。「自信回復の音楽は聴き終わると気分があがる。
前に進める気分になる」と述べる。Th.は感性の豊かな C さんに、色々な音楽の感想が聞
きたくなり、喜多郎の Thinking of you を貸す。（その後 5.28、5.29 はむくみもとれず、
倦怠感が強く、表情もすぐれないと看護記録に記載されている） 
 
面接 12 回目 5 月 31 日 
「点滴も今日で終わり。喜多郎の音楽は力強い感じがした。何か元気が出てきた。現実
感が出てきて、家の調味料買い換えなくっちゃって思っちゃった」という。もっと元気に
なる曲として、軽快なメロディの Zebra Crossing を貸す。むくみはまだあるが、前向き
に闘病しているのが感じられた。 
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この間はなかった。Zebra Crossing の曲は踊りたくなりますね。さっき、K さん（同室者）
とスーダラ節踊っていました」と笑っている。この後、地固め療法としての最後の化学療
法が実施される。その後、咳、発熱、全身倦怠感が 2 週間も続く。 
 




この日、脾臓の CT 検査でリンパ節消失を確認。 
7 月 19 日 胃がんの病変がなくなり、尿蛋白も 0.9g/day と低下したので、外来でフォ
ローとなり、退院となった。 
 






























































































定的に進んでいこうとしている C 氏の真剣な態度をうかがうことができた。また Th.はそ
んな C 氏の音楽の感性に惹きつけられていった。 








 最後に紹介したのは、さらに元気になって欲しいという願いで、Zebra Crossing という
軽快な曲を紹介した。この曲は、Th.自身がダンスセラピーでもよく用いる曲で、C 氏が
この曲で踊りたくなって、同室者の K 氏とスーダラ節を踊ったというのは、この曲が踊り
を誘発しやすい音楽といえる。K さんは 2 度目の再発で化学療法中の方であったが、「と
きどき発狂するのよ」と笑っていた。スーダラ節の歌詞もどこか破れかぶれで、どうにか
なるさという楽観的な歌でもある。スーダラ節の振りも力が抜けて気張ったところがない。
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使用音楽は 7 曲で、面接は 14 回行った。その結果、今の自分の心境を音楽に重ね合わせ
て聴き、自ら気分転換用、振り返る曲、元気になる曲と選択しながら聴くことができてい
た。特に「自信回復」というヒーリング音楽は、聴くと必ず気分が上昇し、前向きになる
















踊りで締めくくった C さんとの関わりは Th.にとっても楽しくもあった。 
                                                  
１ 松井紀和(2001)「音楽療法の実際：非精神病圏例」徳田良仁他監修『芸術療法２実践編』
岩崎学術出版、195－200．  














するが改善せず。T 病院を紹介され受診し、6 月 20 日入院する。６月２0 日胸部 CT にて 
縦隔腫瘤を確認。その後生検、骨髄穿刺にて悪性リンパ腫と診断。化学療法を８クール、 
髄注を１0 回行った。12 月 26 日の時点で、骨髄内への浸潤が認められた。 
心理状態：入院時は、早く良くなって退院したいと考えていたが、9 月 27 日に病気が完 
治するのは難しいと聞き、ショックを受けたようであった。６クール目の化学療法終了後 
に骨髄内への浸潤を認め、移植、髄注などについて立て続けに説明されたことから、医師 
に対しての不信感が生じ、言い争いをする場面があった。10 月 16 日に、心機能が健康な 
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第１期 X＋１年.２月１６日から退院まで  
























（2 月 22 日：子供の誕生日で帰宅） 
 
面接 3 回目 ３月５日 「放射線治療あと３０回」 
 化学療法が終了したので、もうじき退院かと問うと、「あと、放射線 30 回と言われて、 
あと６週間はかかることがわかった。音楽は家でＭＤにダビングした。家で子供たちと遊 























面接 5 回目 ４月６日 「イメージ療法をするチャンスがない」 





第２期 Ｘ年＋１年７月９日の入院から永眠まで  
経過：退院後、外来通院中、骨髄再発が疑われ、入院を勧められていたが、本人ももう少
                                                  
i キロサイドとは抗がん剤の薬品名。 
ii チョップ（ＣＨＯＰ）とは、化学療法の１つの療法であり、薬物の頭文字をとっている。  





































面接７回目 7 月 31 日 「両手両足浮腫著明」 
毎日輸血。ヘモグロビン６－８mg/dl 白血球:2000/μl 28 日より化学療法を行ってい
る。腕がパンパン張って痛いと言う。両手両足浮腫著明。筆者は、蒸しタオルで軽く清拭



















































































 翌日の 9 月 1 日から化学療法が開始となった。酸素吸入（５Ｌ）しての治療であった。
しかし、9 月 6 日午前中、様態悪化。脈拍 218/分以上、酸素１０L100％流量。個室（クリ
ーンルーム）に移動。夫人に連絡し、夫人が付き添う。意識は朦朧状態。夫人は人工呼吸
をして、化学療法を続けて欲しいと願っている。医師にここというタイミングをみてして





































































                                                  
iii 愉気とは、精神集中して集めた気を手から他に移すことであり、愉快な気を移すという
ことから愉気という言葉が生まれたという。 

































１） 症例紹介：Ｅ氏 50 代後半  
病名：左上肺野がん stageⅣ 腫瘍の大きさ 60mm（左） 
経過：嗄声で受診。外来で化学療法 1 クール後部分的寛解。このとき消化器症状が強く、




な。どうせ死ぬからいいけど」「何で 2 回もすぐ治療やったんだよ。すぐなんて結局モル 







２）関わりの実際「 」E 氏 ＜ ＞筆者 








































































































面接５回目 ４月４日  
訪問すると友人の女性が面会中。E 氏は友人に筆者のことを「この人、ダンスがすごく
うまいんだって。ダンスの先生だよ」と紹介する。友人もダンスをするため、共通の話題
第 2 章 がんの臨床におけるファンタジーセラピー 実践編 ５ 
 
 64
を出して紹介したのであろう。この冗談まじりの紹介から E 氏の余裕が感じられる。 
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 この 28 例中 6 例が実存的転換をしたということは、実存分析的アプローチなどの精神































によると、ある看護者が「末期がん患者の苦痛緩和のために 1 日 15 時間以上マッサージ










































































































































































                                                  
























13 Levy, Fran J. （1988）Dance Movement Therapy：A Healing Art. National Dance 
Association American Alliance for Health．Physical Education Recreation, and 
Dance.  
14 伊丹仁朗（1999）『ガンを退治するキラー細胞の秘密』講談社． 
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に書いていた。その後、しばらく調子を崩し、翌年の 1 月まで休んでいる。 
Ｘ年 1 月 31 日、個人セッションを希望し、個人セラピーに切り換える。個人セッショ
ンは本人の希望により週２回行われた。1 回目から 25 回まで（1 月 31 日～5 月 29 日）の









































































            
図Ｆ－１ ゲシュタルトセラピーの導入 


















自分  母親  自分 母親  
神様  
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♪平和で美しい国 信じられる人ばかり→（平和で美しい国 けれどうわべばかり） 
だけど明日はどうなることやら   →（だから明日はどうなることやら）  
 誰もわかりはしないさ ケサラ ケサラ ケサラ 
 私たちの人生は 階段を手探りで昇るようなもの→（人生を迷う私たちを 太陽はあた
たかく照らしていた）  
 ケサラ サラケル ケサラ♪ 









































































図Ｆ－２ 父をイメージし父の         図Ｆ－３ 好きと嫌いの統合 
言葉で話しているところ  










































































いたらそうなった。今日は音楽を持ってきた。その音楽（Psy-s の Angel Night）で踊る。
（Th:何になりたい？）テコンドーができるかっこいいおばさん。（Th:何歳のおばさん？）










































































































     女神様に渡す           図Ｆ－８ ４人の天使に守られている私 
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 5 段階の自己評価（５が最高、１が最低）の変化は、実施前の平均が 2.59、実施後の平
均が 3.97 と約 1.4 の気分の上昇が見られた。 
 





























































































































 図Ｆ－９ 関わる前の状態         図Ｆ－10 介入後 
 
                                                  
1 注１）“日本エドガー・ケイシ－センター”．入手先






から見えてくるもの」『MENTAL HEALTH 心と社会』No.114、34－43. 
















































































































                                                  
注i）気功ダンスは筆者の開発したダンスで、形にとらわれず、身体全体の関節を動かしやわらか
さを出しながら、気を取り込む動作をして動くものである。  
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（１）目を合わせられない 






















































































































                                                  
1 Klein,Allen(1997)(片山陽子訳)『笑いの治癒力』創元社． 































１回目～9 回目（5.2～6.27） 光に向かってすすむ至福体験  







































   我振り返り自省をうながす  





















たことに自分でもびっくりした。歌も作っている。7 月から 140 首以上創っている。1 日
３、４首創る」と述べる。 
  まだうまく 飛べぬかおさなき つばくろに 傘差し向けて ともに雨しのぶ  





























 図Ｈ－１ テーマ：Protest･･･？ －責難は成事にあらず－ 
作品は、反戦の気持をこめた歌詞「花はどこへ行った」「風に吹かれて」が手書きで書
かれ、キング牧師やケネディ大統領、サダムフセインなどの人物も登場している。発表は





第２章  キューバ危機 
第３章  ベルリン東西紛糾 
第４章  韓国軍事政権 
第５章  ベトナム戦争 
第６章  イスラエル・パレスチナ紛争 
第７章  聖地をめぐる宗教対立 
第８章  湾岸戦争―イラク戦争 
第９章  9.11 同時多発テロ 
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21 回目～24 回目（11.21～12.26）サロン  









































（１）創造としての病―苦しみから創造へ 創造的に生きる  















































































                                                  
1河合隼雄（1991）『イメージの心理学』青土社、212ｐ. 
2 Spiegelman,J.Ｍ .河合隼雄（町沢静夫，森文彦訳）：能動的想像法 内なる魂との対話．
創元社,1994,16-27. 
3 Park, J.R., Yagyu 5, Saito N, et al．(2002)“Dynamic of brain electric field during 
recall of Salpuri Dance performance”. Perceptual and Motor Skills. 95(3 Pt 1): 955-962. 









１）症例紹介：J 氏  女性 30 代前半  診断名：うつ病  







































































 5 段階の自己評価は１から５になっており、劇的な変化を示している。 







                  
 図Ｊ－１ 
 
































































                     
                    
 
 





























































































をした。4 回目では開始前の 5 段階評価が３になっており、不安定さはあるが、以前より
開始前の自己評価が上がっていることを示している。4 回目は人間関係のことよりも、気
力がないことが語られたため、大地からエネルギーをもらうダンスを行った。元気がなく





























































                                                  
1 Schoop Trudi（1988）(シュープ、Ｔ．)（平井タカネ他訳）『からだの声を聞いてこらん：
ダンスセラピーへの招待』タイムス、129-132． 

























































































































① 9 時 ②10 時半 ③12 時 
１つ選んだら週に 3 回それを実施して下さい。 
２． 叫びたくなったら声が聞こえないように叫ぶ練習をする。 
３． 親孝行の方法を考える。 
 例 ①お父さんの背中をさする。②お母さんの肩をもむ 
   ③お父さんの好きな果物を皿に盛り付けしてサービスする 
４． 力みたくなったら、風船を３つ以上膨らますようにする。 
   これを 1 週間続けてみてください。 
 
母親にはその日、ゴム風船を買って帰るように指示した。翌週、母親から課題の反応に
ついて報告された。１の起きる時間については、予測通り 10 時半を選択し、10 時半に 3
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１． アプローチの内容と変化  
５人の患者の概要を表６－１に示す。 















































































































































第 5 章 精神科臨床の考察 －自己否定のイメージから表現による自己解放へのプロセス－ 
 
 141





























第 5 章 精神科臨床の考察 －自己否定のイメージから表現による自己解放へのプロセス－ 
 
 141
             健康な部分への働きかけ  
 
心地よさの提供 
                
認知面  
               身体面  











                       
３． ファンタジーのプロセスにおけるスピリチュアルなものとの出会い  











  ゆがみ 
健康 
    
健康 
ゆがみ 
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 この 3 年間は思えば短くもあった。それほど充実していた日々であった。このような充実した
日々を与えて下さった皆様に心より感謝を申し上げたい。 
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法学会, 2002 年 11 月  
 
３．大沼小雪．精神科領域における個人セラピーの試み－ダンス＆ファンタジーセラピー
の展開－．第 12 回日本ダンス・セラピー協会全国大会（岡山）．2003 年 11 月 
 
４．大沼幸子．化学療法中の血液患者に対する芸術療法的アプローチ－音楽とイメージ－．
第 35 回日本芸術療法学会（福岡）．2003 年 11 月  
 
５．大沼幸子．化学療法中のがん患者へのイメージ療法の試み－闘病意欲を支える音楽と
イメージ－．第 100 回日本心身医学会 関東地方会（東京）2004 年 3 月  
 
６．大沼小雪．ダンス＆ファンタジーセラピー－あなたの夢を叶えましょう－．第 13 回
日本ダンス・セラピー協会全国大会（東京）2004 年 9 月 
 
７．大沼幸子リストカットを繰り返す女性とのファンタジーセラピー－地獄の恐怖から脱


















蕨市総合社会福祉センター 障害者まつりにおいて（埼玉県）5 月 26 日  
 
２．ワークショップ「ダンスセラピーの体験」講師 
  仙台市 原クリニック 6 月 13 日  
 
３．メンタルフレンドセラピー講座「ダンスセラピー」講師 
  介護者サポートネットワークセンター・アラジン主催（東京）7 月 14 日  
 
４．第 6 回音楽療法ワークショップ「音楽療法におけるカラダ」講師 
 日本臨床心理研究所主催（山梨）8 月 24 日、25 日  
 
５．高齢者のこころの理解とケアの実際「高齢者ケアに生かすダンスセラピー」講師 
  慶成会老年学研究所主催（東京）9 月 21 日 
 
６．「ターミナルケアにおけるダンス・ムーブメントセラピー」発表 
  第 11 回日本ダンス・セラピー協会全国大会（大阪）9 月 28 日 
 
７．「ダンスセラピー」非常勤講師 
  日本女子体育大学舞踊学科（東京）10 月 11 日、18 日 
 
８．特別講座「ダンスセラピー －癒しとその世界－」講師 
  杉野服飾大学「杉野丘の上 生涯学習講座（東京）11 月 23 日  
 
９．ガイダンス研修「ダンスセラピー」講師 
  （社）日本産業カウンセラー協会 関東支部会員研修部主催（横浜）12 月 14 日  
 
10．講習会「ダンス・ムーブメントセラピー」講師 







１．ダンス＆ファンタジーセラピー講座主催 １～6 回 
森谷スタジオ（東京）6 月 1 日、7 月 6 日、8 月 3 日、9 月 7 日、10 月 5 日、12 月 7 日  
 
２．高齢者のこころの理解とケアの実際「高齢者ケアに生かすダンスセラピー」講師 
  慶成会老年学研究所主催（東京）6 月 7 日 
 
３．リフレッシュセミナー「高齢者ケアに生かすダンスセラピー体験」講師 
  新潟県レクリエーション協会主催（新潟） 7 月 27 日 
 
４．高齢者支援研修会「ダンスセラピー」講師 
  日本臨床心理士会（金沢）11 月 8 日  
 
５．ケアフレンド養成基礎講座Ⅲ期「ダンスセラピー体験」講師 
  介護者サポートネットワークセンター・アラジン主催（東京）12 月 5 日、12 日  
 
６．音楽療法士研修講座「ターミナルケアにおける音楽療法」講師 
  岐阜県音楽療法研究会主催（岐阜）2004 年 1 月 13 日 
 
７．福祉レクダンス講座「ダンスセラピーの体験と講習」講師 
  BTRD 主催（東京）2004 年 2 月 29 日  
 
８．講習会「ダンス・ムーブメントセラピー」講師 
















 東邦大学医学部看護学科 5 月、11 月  
 
２．ふれあいリハビリ塾「ダンス＆ファンタジーセラピー」講師 
  NPO 法人佐久平総合リハビリセンター主催（長野県）7 月 4 日 
 
３．ガイダンス研修「ダンスセラピー」講師 
  社団法人日本産業カウンセラー協会 関東支部主催（横浜）7 月 10 日  
 
４．認定講習会「現代医療におけるダンスセラピーの位置づけと意義」講師 
  日本ダンス・セラピー協会主催（東京）11 月 20 日、21 日  
